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【
練
馬
・
書
記
・
奈
良
憲
成
通

信
員
】
練
馬
支
部
結
成
60
周
年
を

祝
う
「
ど
け
ん
ね
り
ま
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
9
」
が
9
月
29
日
、
都
立

光
が
丘
公
園
・
芝
生
広
場
に
て
3

万
人
の
来
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

心
配
さ
れ
て
い
た
空
模
様
も
、

フ
ェ
ス
タ
の
賑
わ
い
が
雲
を
は
ね

の
け
、
日
差
し
の
強
い
夏
空
が
こ

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
後
押
し
し
て

く
れ
ま
し
た
。
「
ど
け
ん
ね
り
ま

フ
ェ
ス
タ
」
、
支
部
の
歴
史
を
築

い
て
き
た
先
輩
方
へ
の
敬
意
は
も

ち
ろ
ん
、
今
回
は
「
地
域
を
つ
な

ぐ
」
、
「
仲
間
を
つ
な
ぐ
」
、
「
技

能
を
つ
な
ぐ
」
を
大
き
な
テ
ー
マ

と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

分
会
の
模
擬
店
や
上
棟
式
、
プ

ロ
レ
ス
企
画
や
ス
テ
ー
ジ
企
画
に

よ
り
、
来
場
さ
れ
た
多
く
の
「
地

域
」
の
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

の
場
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
内
の
専
用
チ
ケ
ッ
ト
「
ド
ケ
ン

券
」
の
事
前
普
及
活
動
か
ら
、
当

日
は
多
く
の
「
仲
間
」
が
集
ま
り

ま
し
た
。
そ
し
て
「
職
人
防
災
ひ

ろ
ば
」
で
は
ミ
ニ
黒
板
づ
く
り
や

か
ん
な
が
け
、
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ

等
、
職
人
の
「
技
能
」
を
来
場
者

に
知
っ
て
も
ら
い
、
東
京
土
建
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
タ
の
最
終
盤
、
超
目
玉

企
画
「
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
『
同
時

に
釘
を
打
ち
込
ん
だ
最
多
人
数
』

へ
の
挑
戦
」
で
は
、
挑
戦
者
の
皆

さ
ん
が
緊
張
し
な
が
ら
も
正
確
に

釘
を
打
ち
込
み
、
今
年
8
月
に
ア

メ
リ
カ
で
記
録
さ
れ
た
3
6
9
人

を
大
き
く
更
新
、
「
4
7
0
人
」

で
見
事
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
認
定
さ

れ
、
最
高
潮
の
中
で
大
団
円
を
迎

え
ま
し
た
。

従来の369人を大きく更新する470人で
同時釘打ちのギネス世界記録達成

ギネス認定証を掲げる
福岡練馬支部委員長

消
費
税
増
税
ば
か
り

に
関
心
が
集
ま
り
が
ち

で
す
が
、
10
月
1
日
か

ら
最
低
賃
金
額
の
改
定

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
の
9
月
30
日
、

東
京
土
建
で
は
本
部
賃

金
対
策
部
を
中
心
に
新

大
久
保
駅
前
で
最
賃
改

定
を
知
ら
せ
る
宣
伝
行

動
を
行
な
い
ま
し
た
。

外
国
人
の
通
行
が
多
い

場
所
柄
、
「
10
月
1
日
か
ら
東
京

都
最
低
賃
金
1
0
1
3
円
」
な
ど

と
日
本
語
、
英
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、

中
国
語
、
ハ
ン
グ
ル
で
書
か
れ
た

ボ
ー
ド
を
掲
げ
て
、
宣
伝
物
を
配

布
し
ま
し
た
。

午
後
3
時
か
ら
は
、
国
会
議
員

会
館
で
全
労
連
、
東
京
地
評
な
ど

の
主
催
に
よ
る
「
19
最
低
賃
金
改

定

地
域
間
格
差
是
正
、
め
ざ
せ

1
5
0
0
円

9
・
30
国
会
内
集

会
」
が
行
な
わ
れ
、
立
ち
見
が
で

る
ほ
ど
の
2
2
0
人
が
参
加
し
盛

況
で
し
た
。
国
会
か
ら
は
務
台
俊

介
（
自
民
）
、

末
松
義
規
、（
立

民
）
、
奥
野
総

一
郎（
国
民
）、

宮
本
徹
（
共

産
）
、
福
島
瑞

穂
（
社
民
）
と

各
党
の
最
賃
分

野
を
担
当
す
る

国
会
議
員
が
自

党
の
政
策
を
語

り
ま
し
た
（
れ

い
わ
新
選
組
の

山
本
太
郎
代
表

は
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま
し
た
）
。

自
民
党
最
低
賃
金
一
元
化
議
連

事
務
局
長
を
務
め
る
務
台
議
員

は
、
東
京
一
極
集
中
、
地
方
の
疲

弊
を
助
長
し
て
い
る
の
が
最
賃
の

地
域
間
格
差
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
、
最
賃
引
き
上
げ
の
た
め
に
中

小
企
業
へ
の
支
援
策
も
必
要
だ
な

ど
と
話
し
ま
し
た
。
他
の
議
員
も

最
賃
の
地
域
間
格
差
の
解
消
で
は

ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
、
運
動
を
進
め
て
い
く
上
で

「
歴
史
的
な
」
集
会
と
な
り
ま
し

た
。集

会
で
は
、
「
最
低
生
計
費
資

産
調
査
が
示
し
た
こ
と
」
と
題
す

る
講
演
（
中
澤
秀
一
静
岡
県
立
大

学
短
期
大
学
部
准
教
授
）
、
「
全

国
最
低
賃
金
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
」と
す
る
基
調
報
告（
黒

澤
幸
一
全
労
連
事
務
局
次
長
）や
、

東
京
地
評
の
井
澤
智
事
務
局
長
ら

に
よ
る
各
組
織
の
取
り
組
み
や
実

態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

横田基地に向けデモ行進する参加者

「
特
殊
作
戦
機
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ

レ
イ
は
、
日
本
の
ど
こ
に
も
い
ら

な
い
！
」
。
10
月
5
日
、
福
生
市

市
民
会
館
で
、
第
10
回
横
田
基
地

も
い
ら
な
い
！
沖
縄
と
と
も
に
声

を
あ
げ
よ
う
10
・
5

市
民
交
流
集
会
（
以

下
交
流
集
会
）
が
7

0
0
人
（
東
京
土
建

は
三
多
摩
支
部
・
本

部
か
ら
1
0
4
人
）
の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

三
多
摩
青
年
合
唱
団
の
平
和
の

う
た
ご
え
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
続

き
、
こ
の
日
の
集
会
の
メ
イ
ン
と

な
る
、
布
施
祐
仁
平
和
新
聞
編
集

長
、
寉
田
一
忠
交
流
集
会
事
務
局

長
、
小
柴
康
男
軍
事
情
報
ア
ナ
リ

ス
ト
に
よ
る
鼎
談
を
行
な
い
ま
し

た
。鼎

談
で
は
寉
田
さ
ん
が
司
会
を

し
、布
施
さ
ん
と
小
柴
さ
ん
か
ら
、

日
本
列
島
全
体
が
ア
メ
リ
カ
を
守

る
た
め
の
盾
と
な
っ
て
い
る
、
そ

う
い
う
中
で
、
首
都
に
置
か
れ
て

い
る
横
田
基
地
の
異
常
さ
や
危
険

な
実
態
を
問
題
に
し
、
地
域
社
会

か
ら
声
を
上
げ
て
行
こ
う
と
い
う

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

交
流
集
会
に
は
玉
城
デ
ニ
ー
沖

縄
県
知
事
か
ら
の
連
帯
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
よ
せ
ら
れ
、
基
地
問
題
で
運

動
し
て
い
る

昭
島
市
、
日

野
市
、
あ
き

る
野
市
、
所

沢
市
の
市
民

が
報
告
を
行
な
い
ま
し
た
。

閉
会
後
、
参
加
者
は
横
田
基
地

に
向
か
っ
て
デ
モ
行
進
を
行
な

い
、
基
地
の
第
2
ゲ
ー
ト
前
で
抗

議
行
動
を
行
な
っ
て
い
る
要
請
団

を
励
ま
し
ま
し
た
。

千葉でのボランティア活動など
について発言する島原副委員長

【
本
部
・
中
村
徹
記
】9
月
29
日
、

東
京
地
評
第
18
回
定
期
大
会
が
す

み
だ
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
全

体
で
3
1
0
人
（
東

京
土
建
は
31
人
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

東
京
土
建
の
島
原

副
委
員
長
は
、
台
風
15
号
で
の
被

害
の
大
き
か
っ
た
千
葉
県
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
取
り
組
み
、

災
害
に
対
す
る
建
設
職
人
の
重
要

性
を
報
告
し
、
建
設
現
場
で
の
労

働
環
境
向
上
、
建
設
産
業
の
低
賃

金
の
実
態
、
公
契
約
条
例
制
定
、

外
国
人
労
働
者
の
実
状
、
こ
れ
ら

諸
問
題
の
改
善
向
上
に
臨
む
決
意

を
の
べ
ま
し
た
。

松
森
事
務
局
長
は
、
討
論
の
ま

と
め
で
、台
風
災
害
の
復
旧
活
動
、

長
時
間
労
働

や
サ
ー
ビ
ス

残
業
等
の
働

き
方
改
革
、

低
賃
金
問
題

等
、
36
万
人
組
織
を
回
復
し
た
仲

間
の
力
で
運
動
を
強
化
し
よ
う
、

新
年
度
は
働
く
者
の
要
求
実
現
、

安
倍
政
権
打
倒
、
都
政
と
国
政
を

転
換
す
る
チ
ャ
ン
ス
の
時
と
訴

え
、
不
正
義
を
ゆ
る
さ
な
い
た
た

か
い
を
東
京
地
評
も
す
す
め
る
と

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

新
執
行
部
に
荻
原
淳
議
長
が
就

任
、
東
京
土
建
か
ら
白
滝
誠
副
議

長（
専
従
）、
小
番
徹
副
議
長（
非

専
従
）
、
井
澤
智
事
務
局
長
（
専

従
）
、
北
川
誠
太
郎
幹
事
（
非
専

従
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

宣伝ボードを食い入るように見つめる
外国人女性も

全
建
総
連

東
京
都
連
は

10
月
7
日
、

都
庁
第
一
庁

舎
25
階
の
会

議
室
で
、
東

京
都
福
祉
保

健
局
国
民
健

康
保
険
課
へ

の
要
請
行
動

を
行
な
い
ま

し
た
。
参
加

は
7
組
合
3

国
保
組
合
か

ら
61
人
（
東

京
土
建
34

人
）
で
し
た
。

冒
頭
、
菅
原
都
連
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
を
し
た
後
、
伊
藤
都
国
民

健
康
保
険
課
長
に
菅
原
委
員
長
が

要
請
書
、
月
居
副
委
員
長
が
都
議

会
議
員
か
ら
の
賛
同
署
名
を
そ
れ

ぞ
れ
渡
し
ま
し
た
。

要
請
内
容
に
つ
い
て
は
田
村
都

連
社
保
対
部
長
（
東
京
土
建
専
従

常
任
中
執
）
が
説
明
し
、
「
来
年

度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
建
設

労
働
者
、
家
族
の
願
い
で
あ
る
健

康
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
た
め

引
き
続
き
国
保
組
合
へ
の
補
助
金

の
現
行
水
準
の
確
保
、
財
政
支
援

の
拡
充
に
尽
力
を
」
と
訴
え
ま
し

た
。
伊
藤
課
長
は
、
24
万
枚
も
の

要
請
ハ
ガ
キ
の
う
ち
3
通
を
読
み

上
げ
、
熱
い
思
い
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
て
い
る
と
し
、
国
保
組
合
の

安
定
運
営
に
向
け
、
国
保
課
は
全

力
を
尽
く
す
と
答
え
ま
し
た
。

ま
た
、
西
多
摩
支
部
の
秋
本
さ

ん
が
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
の
実
態
、

品
川
支
部
の
小
林
さ
ん
が
健
康
診

断
の
受
診
勧
奨
の
取
り
組
み
を
話

し
、
そ
れ
ぞ
れ
補
助
の
拡
充
を
訴

え
ま
し
た
。

求

人
６０
周
年
Ｆ
に
３
万
人

練馬

釘
打
ち
４
７
０
人
で
ギ
ネ
ス
に

地評大会

政
治
転
換
の
チ
ャ
ン
ス

新
事
務
局
長
に
井
澤
さ
ん

新
大
久
保
で
最
賃
宣
伝

全
国
一
律
め
ざ
す
集
会
も

１０月１日から１０１３円に１０月１日から１０１３円に

都連で都国保課へ要請行動
現行水準の確保を

オ
ス
プ
レ
イ
い
ら
な
い

横
田
基
地
へ
７
０
０
人
デ
モ


